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木二中 学校だより No.24 令和６年10月28日 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 校長　 山元　 竜二

　首都圏を震撼させる強盗事件の頻発に思う 

　東京、千葉、神奈川の首都圏で一般住宅を狙った強盗事件が多発していることについては、中学生の皆さ

んもニュースを見てよく知っているかと思います。先週はついに千葉県の高校生(18)と茨城県の中学生(14)、

高校生(16)が強盗予備の疑いで山口県光市で逮捕されました。非常に残念なニュースです。 

　報道によると、上記３名が午後８時頃に一般住宅の前で話をしているのを不審に思ったパトロール中の警

察官が職務質問をしたところ、強盗するための工具や人を拘束するためのロープを所持していたことから、

強盗予備罪の疑いで緊急逮捕したとのこと。３名には面識がなかったということから、首都圏で頻発する強

盗事件と同様に、この事件についても匿名・流動型犯罪グループ、いわゆる「トクリュウ」の関与が指摘さ

れています。 

　木二中の皆さん、言われてみれば最近、朝の会や帰りの会で強盗事件について担任の先生がよく話をして

いませんでしたか？SNSを通じて「荷物の運搬」「ホワイト案件」「日給５万円」などのうたい文句に誘われ

て闇バイトに絶対に応募することがないように…と。職員会議などで私が「必ず教室で話題にしてください。

先生方の言葉で一連の強盗事件について語ってください。子どもたちを守ってください。」と担任の先生方

に伝えていたからです。 

　一時期、高級時計店やブランド品を扱う店舗を狙った強盗事件が落ち着いたと思いきや、確か８月頃から

今度は一般住宅を狙った強盗事件が頻発するようになり、中には強盗殺人にまで至ってしまった事件もあり

ました。いずれの事件もやはり指示役がいて、実行役が強盗をはたらくという匿名・流動型犯罪グループが

関与しており、実行役はみな闇バイトへの応募が発端となっています。 

　これまでに逮捕された実行役を見てみると、40代、30代もいますが、多くは20代の若者。中には10代も含

まれていたことから、いずれ中学生、高校生がターゲットになると私は感じていました。なぜだかわかりま

すか？世の中の右も左もわからない中学生、高校生なら簡単に騙せてしまうからです。これだけ連日報道さ

れれば、さすがに分別のつくいわゆる「大人」からの闇バイトへの応募が激減することから、決して自らの

手を汚すことはしない卑怯な実行役たちが次にターゲットにするのは間違いなく中高生しかいなくなると容

易に想像ができたからです。 

　教育現場で働く者として、犯罪グループの指示役に騙されてしまうような若者を世に送り出すわけにはい

かない。そのためには、中学校・高等学校が担う役割はとても大きくて、皆さんが中学生・高校生でいる間

にどこまで深く遵法教育ができるかにかかっていると私は思っています。【遵法(じゅんぽう)：法の指示するとこ

ろを尊重し、きまりを守って行動すること】もちろん皆さんにもまだまだ人生経験が浅いからこそ、真剣に、し

かも自分事として耳を傾けてほしいし、もし仲間が犯罪に手を染めてしまうおそれがある場合には、全力で

 止められる存在であってほしい。

　強盗致傷、強盗致死、強盗殺人について調べてみました。それぞれの罪をわかりやすく言うと、強盗致傷

罪：強盗行為により人を負傷させた場合、強盗致死罪：強盗行為により人を死亡させた場合、強盗殺人罪：

強盗行為により殺意をもって人を死亡させた場合となります。強盗致死罪、強盗殺人罪、即ち金銭を目的に

人を死亡させた場合は、「無期懲役」か「死刑」しか法定刑がないのだそう。一般的には殺人罪の方が罪と

して重いと解釈されがちですが、金銭が絡む殺人が多いことから、予防の観点から殺人罪以上に刑が重く設

 定されているのだそうです。通り魔殺人であってもなかなか無期懲役にはならないとか。

　強盗致傷罪についても同様に、予防の観点から刑は重く設定されていて、原則６年以上の懲役刑、初犯(初

 めての犯罪)であっても執行猶予はつかず、即実刑となるそうです。

　犯罪グループの指示役に指示されたとはいえ、自ら犯罪に手を染めてしまうことには何も変わりはありま

せん。安易に闇バイトに応募し、個人情報を搾取され、「やらないのなら家族にも危害を加える」と脅され

たら、どうしたらいいかパニックにもなってしまうでしょう。自分の身に何が起こっても決して自暴自棄に

ならないでほしい。警察に相談する、保護者に相談する、地方自治体や関係機関の窓口に相談する、いくら

でも方法はあります。必ず守ってくれる大人がいます。どうか、安易に犯罪に手を染めないでほしい、そう

切に願うばかりです。       


